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はじめに 

 与論町は「島だちの教育」を理念として掲げ，「島発ち」「島建ち」「島立ち」の３点を抱合

するものとして大切にしています。その理念は，島を出発するまでに島を知り，基礎的な知

識・技能を身に付けること，島を建設・創造するための課題発見力や問題解決力を育み，ど

この地でも自立できるための学びに向かう力・人間性を身に付けることを目指すものです。

加えて，令和の日本型学校教育においては，「個別最適な学び・協働的な学び」のキーワード

に示されるように，ICTを活用した個々人の学びの促進と多様な人々と協働の充実が求められ

ます。そのような，時代に即したこれからの学びのためにも，この海洋教育が与論町におけ

る探究的な学びの核となることを願っています。 
～令和３年度海洋教育副読本より抜粋：「はじめに」与論町教育委員会教育長 町岡 光弘～ 

 

与論町の海洋教育について 

・ 目標 

 海と人との共生に係る見方・考え方を働かせ，与論島の海とくらしの課題について探究す

ることを通して，「島だちの力」を身に付ける。 

 

 ・ 内容  

 町内の全ての小・中・高等学校と地域住民が連携・協働しながら「与論島の海とくらしの

課題についての探究活動」を展開することにより，与論島の子供たちに，自分の夢や目標に

向かって力強く歩んでいくための「自己開示の力・自己表現の技術・レジリエンス・豊かな

職業観や勤労観・探究的に学ぶ姿勢」等(＝「島だちの力」)を身に付けさせる。 

 令和４年度から小・中学校においては教育課程特例校として総合的な学習の時間等の時数

の一部を削減し，減じた時数を海洋教育科「ゆんぬ学」に割り当てる。小・中学校の児童生

徒は、総合的な学習の時間で身に付けた「自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，主体的

に判断し，よりよく問題を解決する資質や能力」や「学び方やものの考え方」を海とともに

ある与論島の実社会で生かすことにより，それらの資質や能力等を海と人との共生や島だち

に必要な力として強化していく。そして，それらの学びを高校で行われている総合的な探究

の時間「ゆんぬ」につなぐことにより，すべての学校段階で海洋教育を具体的に推進してい

く。 
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与論町海洋教育グランドデザイン 

誠の教育

 

誠の教育

地域と連携した

協働的な探究学習

【与論町の海洋教育の目標】

海と人との共生に係る見方・考え方を働かせ，与論島

の海とくらしの課題について探究することを通して，

「島だちの力」を身に付ける。

与論島の
活性化・持続可能化「島だち」後の社会を生きていく力の育成

学びに向かう力・人間性等

知識・技能

【島立ち】
与論島の人々との関わりの中で自己肯

定感・自己有用感を高めるとともに，ねば

り強くしなやかに探究する心を育む。

【島発ち】
与論島の強みや問題点につい

て理解し，それらをつなぐことで与

論島の概念を形成している。

【島建ち】
与論島の強みや問題点から自分な

りの問いを見いだし，仮説を立て，自

分にできることを実践する。

思考力・判断力・表現力等

島だち

の力

高
校
生

中
学
生

小
学
生

海と人との共生に係る見方・考え方

＜小学校卒業時までに＞ 与論に生きる人々との関わりの中で与論島の強みや問題点について理解し，学んだ こと

や行動したことを自分なりの言葉で発信することができる。

＜中学校卒業時までに＞探究のプロセスを活用しながら与論島の強みや問題点に迫り，与論に生きる人々との 関

わりの中で，自らの生き方や進路について考えることができる。

＜高校卒業時までに＞ 与論島に関する広範な知識をもとに探究を深め，社会的評価を受けることにより，自己肯

定感・自己有用感を高めるとともに，ねばり強くしなやかに探究する心を身に付ける。

＜高校卒業後〜＞ これまでに身に付けた「島だちの力」を生かし，それぞれの社会を生き抜くことができる。

与論町の海洋教育において目指す学びの姿

海と人に
親しむ

与論の海や与論

に生きる人々の魅

力を，豊かな感受性

をもって捉える。

海と人を
つなげる

海に囲まれた与論

の自然や文化と，そこ

に生きる人々とのくら

海と人を
守る

与論の海の環境保

全や，離島である与

論のくらしの持続に

ついて考える。

海と人を
生かす

与論の海や与論に

生きる人々を，よりよい

未来を創造するため

の資源としてとらえる。

海洋教育科

「ゆんぬ学」

での学び

総合的な探究の

時間「ゆんぬ」

での学び
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与論町海洋教育実施スケジュール 

令和４年度海洋教育年間実施スケジュール 
※全国海洋教育サミットは開催されず。 

 
 

令和５年度海洋教育年間計画（案） 

 
  

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

内

　

容

令和４年度　与論町海洋教育年間実施スケジュール
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令和5年度　与論町海洋教育年間計画
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各校での海洋教育の位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

与 論 小 学 校 

茶 花 小 学 校 

那 間 小 学 校 

与 論 中 学 校 

与論高等学校 
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 令和４年度 ゆんぬ学 全体計画      与論町立茶花小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

    

 

海洋教育を通して育みたい能力と態度（8コンピテンシー） 

情報収集 

・判断 
海に関して適切な情報を収集し，総合的に判断する能力 

対話 
海の諸場面で円滑なコミュニケーションを行うために他者を

理解し自己を表現する能力 

問題解決 
海の諸問題にかかわる関係者間の調整を試みながら問題を解

決する能力 

持続的 

利用 
海の恵みを持続的に利用できる能力 

主体 海の諸問題に関して自ら責任ある行動を起こす積極的な態度 

継続 
未来を見据え変わりゆく社会に対応できるよう海に関する知

識や技能を継続的に学習する態度 

関係 海を介した時空間的なつながりを尊重する態度 

感動 海に親しみ大切にする態度 

教材の工夫 

○地域の教育資源活用 

・地域の人，物，事に進んで関わり

をもつため町内の自然や人材，行

事等の学習素材を調査し整備す

る。 

・総合的な学習の時間や諸行事に協 

 力支援できる人材を募り整理す

る。 

○教材化の視点 

・総合的な学習の時間において教科 

等の枠を超えた横断的・総合的な 

学習が行われるように①②③のつ 

ながりを意識した教材にする。 

・各教科で得た知識や技能を総合的 

に発揮できる教材にする。 

・人や自然とのふれあいや道徳など 

で培った心情をさらに深めるよう 

な教材にする。 

※ 与論町海洋教育推進協議会との

連携を図る。 

問題解決的な学習における学習過程 

（１）「課題をつかむ」段階 

 ・教科学習の発展として 

 ・行事等への主体的な関わりから 

 ・生活の中の気付きから 

 ・様々な体験から 

 

（２）「計画・追究する」段階 

 ・どこで，どのような方法で調べるか。 

 ・だれに，どのようにして伝えるか。 

 

（３）「まとめ・表現する」段階 

 ・分かったことや感想を自分の言葉で

まとめる。 

 ・まとめたことをもとに交流する。 

 ・活動を振り返り，見直す。 

 

 

※  体験活動を適切に位置付ける。 

※  言語活動の充実を図る。 

指導方法・指導体制の工夫 

○教師の適切な指導 

 ・児童の学習状況に応じた適切な指導 

○学習形態の工夫 

・学校の枠を超えた町単位での取組 

・学年の枠を超えた異学年での取組 

・課題別グループによる取組 

・表現方法別グループによる取組 

○指導体制の工夫 

・ゲストティーチャーの活用 

・TT の活用（担任外教職員との連携） 

○学習環境の工夫 

・活動内容により場の設定を工夫 

・学校図書館の資料の整備・充実 

・コンピュータソフトの整備・充実 

○評価の工夫 

・自己評価，相互評価 

※ 海洋教育における評価方法の工夫

改善を図る。 
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与論中学校 
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学校・課程・学科の実態

保護者・教職員の願い

各教科・科目との連携 小・中学校，大学，高等学校間での連携

　複数の評価チームでの評価
　ポスター，スライド，研究要項等の成果物
　ポートフォリオを活用した評価の充実

・　校務分掌の中に「総合的な探究」の係を設置し，指導方法の検討・改善・充実を
　行う。
・　各学年部所属の職員全員で計画的な指導を実施する。
・　教材については，目標を達成できるように，係を中心として学校全体で準備する。

　自らの進路や自分と未来との関わりを意識し，自ら
学ぶ姿勢を身に付けさせる。
　卒業後島外に出る生徒がほとんどであるため，社会
の一員として必要な基本的生活習慣と社会規範を身
に付けさせる。

　課題の発見と解決に必要な知識及び技能を習得する。
　探究の意義や価値，具体的な探究の手法を理解する。

　地域と自己の関わりから問いを見いだし，自ら課題を設定することができ
る。
　設定した課題の探究のための情報の収集，整理分析を行い，それらを
適切にまとめ，表現することができる。

　設定した課題の探究に向けて，主体的に取り組もうとする。
　自己と他者を互いに尊重して適切な関係を構築し，協働的に探究活動
に取り組もうとする。

　現代的な諸課題に対応する横
断的・総合的な課題（環境）

学習活動

　職業の選択と社会貢献及び自己実現
　働くことの意味や価値と社会的責任

　地域を触媒とした総合的
な探究と教科・科目等との
双方向による連携を行う。

　連携型中高一貫校として，６年間を見通したキャリア
教育を行う。

　与論島が抱えている自然環境問題と，グローバルな環
境問題

　地域や学校の特色に応じた課
題

　与論島の海を取り巻く環境問題
  地域の農業や特産品の現状と課題
　地域の伝統や文化と，その継承についての諸問題

　職業や自己の進路に関する
課題

総合的な探究の時間「ゆんぬ」全体計画
与論高等学校

「総合的な探究の時間」の目標 学校の教育目標

指導体制

(1)　学校と地域との連携を深める中で，郷土理解を深
　め，郷土における課題を発見し解決しようとする過程を
　通して郷土の発展に貢献しようとする態度を育成する。
(2)　国際理解，情報，環境，福祉，健康など，現代的・
　総合的な課題について，中高一貫教育の前期３年間
　における中学校での取組を発展進化させながら，これ
　らの課題に適切に対応できる能力を育成する。
(3)　キャリア学習を通して自己の在り方・生き方について
　主体的に考えることができる能力を育成する。

学習課題（領域） 探究課題（具体的内容）

各学校において定める内容

(2)思考力・判断力・表現力等

　学習課題に関する情報を幅広く収集し，整理，分
析して目的に応じて情報を活用することができる。

年度の重点

　海洋教育を柱とする地域における諸課題を発見
し，協働して解決する資質・能力を養う。

地域･社会の実態

(1)情報活用能力

　１年次はグループ活動，２年次は個人での活動を中心として，地域の課題等を
もとにテーマを設定し，フィールドワーク等の活動を実施する。また，中間発表や
最終発表を実施し，活動の報告や振り返りができるようにする。
　３年次については，２年次までの活動を基に，各自の探究活動の成果を研究紀
要としてまとめる。

考えるための技法の活用

育成を目指す資質・能力等

〈探究課題の解決を通し育成を目指す資質・能力〉

(1)知識及び技能

学習の評価

　憲法，教育基本法の精神にのっとり，「好学の気風」「創造の精神」「親和の
態度」「不屈の根性」の校訓のもと，知・徳・体の調和のとれた心身共に健康
で豊かな人間形成を目指し,わが国の文化と伝統を尊重する態度と国家・社
会の進展に寄与できる有為な人材を育成する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重点目標

　予測が困難な時代を主体的に生き抜く力をもった生徒を育成する。

　島内唯一の高等学校であり，島内の中学生の多くが
中高一貫入試を経て，入学してくる。
　本校設置学科は普通科のみであり，２年次から主に
就職・専門学校等進学を目指す総合コースと，主に大
学進学を目指す文理コースに分かれている。

・　グループ活動を中心とした協働的な活動の充実
・　教科・科目等との関連性を重視した指導の充実
・　発表会等において自分の考えを表現するための環境の充実

　グループ活動
　ディスカッション
　フィールドワーク
　ワールドカフェ
　マッピング
　JK法

各学校において定める目標

　探究の見方・考え方を働かせ，横断的・総合的な学習を行うことを通して，自己
の在り方生き方を考えながら，より良く課題を発見し解決していくための資質・能
力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 　探究の過程において，課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付
け，
　課題に関わる概念を形成し，探究の意味や価値を理解するようにする。
　（知識及び技能）

(2)　 実社会や実生活と自己の関わりから問いを見い出し，自分で課題を立て，
情報
　を集め，整理・分析して，まとめ・表現することができるようにする。
　（思考力，判断力，表現力等）

(3) 　探究に主体的・協働的に取り組むと共に，互いの良さを生かしながら，新た
な
　価値を創造し，より良い社会を実現しようとする態度を養う。
　（学びに向かう力，人間性等）

(2)言語能力

　地域住民の教育への関心は高い。
　昨年度までの海洋教育パイオニアスクールプログ
ラムの内容を引き継ぎ，与論町海洋教育推進協議会
や地域のサポーターから支援や指導が受けやすい
環境にある。

　自分の考えをまとめ，的確に表現することができ
る。

指導方法

(3)学びに向かう力,人間性等

〈教科・科目等を越えた全ての学習の基礎となる資質・能力〉
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月 日 時数 タイトル 内容 事務局（地域）

15 オリエンテーション 年間計画，プレゼン視聴

22 「問い」とは 中学校の振り返り，自分の強みは？身の回りからテーマを考える

13 探究導入 課題研究とは

13 探究導入 研究テーマの見つけ方

20 応援団事前打ち合わせ

27 テーマ探し 新聞記事からトピックを持ち寄り，グループでシェアする

3 研究領域を決める① 複数の領域から与論の現状を考える

17 研究領域を決める② 自分の関心のあることを領域から決める

24 グループを決める 互いに研究テーマをシェアしながらグループのメンバーを決める

4 グループの研究テーマ グループで話し合い，メインテーマを決める

15 フィールドワーク計画作成 活動目的，場所，活動内容，訪問地，インタビュー先等を話し合う

（フィールドワークのレポート提出）

9 中華発表準備

16 中華発表準備

30

30

7 中間発表の振り返り 質問に答えられなかった項目をリストアップ，解決する

17 弁当の日

21 「問い」を考える①

28 【問い」を考える②

4 データを集める① 集めたデータを報告して，論拠と根拠と主張がつながっているかを確認する。

11 データを集める② 集めたデータを報告して，論拠と根拠と主張がつながっているかを確認する。

18 データを集める③ 集めたデータを報告して，論拠と根拠と主張がつながっているかを確認する。

24 データを集める④ 集めたデータを報告して，論拠と根拠と主張がつながっているかを確認する。

2 発表準備 スライドの作成開始

9 発表準備 スライド作成，発表原稿作成

16 校内発表会

16 校内発表会

31 終業式

13 校内発表の振り返り

20 発表会準備 スライド作成，発表練習

27 発表会準備 スライド作成，発表練習

31 海洋教育フェア 海洋教育フェア

31 海洋教育フェア 海洋教育フェア

3 （自宅学習）

11 （ロードレース）

17 テーマ探し 新聞記事，書籍からトピックを持ち寄り，グループでシェアする

24 テーマ探し 新聞記事，書籍からトピックを持ち寄り，グループでシェアする

3 （自宅学習）

10 ２年に向けてのオリエン 研究の方向性を考える

17 ２学年発表会参観

24 終了式

<高校卒業時までに> 「継続した探究活動」

・海洋に関する広範な知識をもとに，地域内・外の人と連携しながら，課題解決のため 計画・立案・実行する。その過程で，社会評価を受け，改善や再考することを通し，自

己の学びを深めることができる。

与論高等学校

第１学年

案

1

学

期

4 ②

5 ③ 問いを募集しよう！

6 ③

7 ②

比較をさせたい。鹿児島とか日本現状

（地域サポーターにも連絡する）

セミナー（終業式前後）

2

学

期

8

9 ④
こっれってどういうこと？

テーマを仮で作る

中間ワークショップ＋ワールドカフェ（１/２年生）

10 ③

1 ③

②

中間ワークショップ＋ワールドカフェ（１/２年生）

2 ②

3

12 ④

11 ④

フィールドワーク
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月 日 時数 タイトル 内容 タイトル 事務局（地域）

15 オリエンテーション 年間計画の説明，方向を考える

22 自分を知る マインドマッピングで自分の思考を整理，研究の方向性を決める

13 探究導入 良い課題研究とは

13 探究導入 与論島の現状と課題を各領域から話をしてもらう

20 応援団事前打ち合わせ

27 テーマ探し 研究領域に関係する新聞記事，書籍からトピックを持ち寄り，グループでシェアする

3 研究領域を決める① 複数の領域から与論/鹿児島/日本/海外の現状を考える

17 研究領域を決める② 自分の関心のあることを領域から決める

24 研究テーマ① 研究テーマを選んだ理由を明確にする。現状を調べる。ロジックツリー

4 研究テーマ② 現状や背景を調べるなかで出てきた疑問点をリストアップする。

15 フィールドワーク計画作成 活動目的，場所，活動内容，訪問地，インタビュー先等を話し合う

夏季休暇

夏季休暇

（フィールドワークのレポート提出）

9 中華発表準備

16 中華発表準備

30

30

7 中間発表の振り返り 質問に答えられなかった項目をリストアップ，解決する

17 弁当の日

21 振り返りの発表 自分なりに指摘された内容についての考えをグループで発表

28 仮説を立てる 問いに対する新たな仮説を立てる

4 データを集める① 集めたデータを報告して，論拠と根拠と主張がつながっているかを確認する。

11 データを集める② 集めたデータを報告して，論拠と根拠と主張がつながっているかを確認する。

18 データを集める③ 集めたデータを報告して，論拠と根拠と主張がつながっているかを確認する。

24 修学旅行説明会

2 修学旅行

9 発表準備 ポスター作成

16 校内発表会

16 校内発表会 終業式

31 終業式 閉庁日

13 校内発表の振り返り

20 発表会準備 ポスター作成，発表練習

27 発表会準備 ポスター作成，発表練習

31 海洋教育フェア 海洋教育フェア

31 海洋教育フェア 海洋教育フェア

3 （自宅学習）

11 （ロードレース）

17 研究要綱の説明

24 研究要綱書き始め

3 （自宅学習）

10 研究要綱作成

17 ２学年発表会

24 終了式 終了式

与論高等学校

第２学年

案

1

学

期

4 ③

5 ④

6 ③

7 ②

2

学

期

8

9 ④

③

中間ワークショップ＋ワールドカフェ（１/２年生）

10 ③

3

学

期

1 ③

3 ②

中間ワークショップ＋ワールドカフェ（１/２年生）

2 ②

12 ③

11

フィールドワーク
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案

月 日 時数 タイトル 内容 タイトル 事務局（地域）

15 オリエンテーション

22 データを集める 今まで集めたデータを整理し，情報源を明らかにする

13 （就職指導，進路指導）

13 「背景・目的・意義」 研究テーマとその背景，目的，そして意義について

20 応援団事前打ち合わせ

27 「ＦＷ結果・考察」 どのようなフィールドワークを行い，その結果を分析・考察したか

3 「結論・展望」 これからどのような変化や展望が見込めるのか

17 発表資料・原稿作成 要綱をもとに発表スライドを作成する

24 クラス発表①

4 弁当の日

15 クラス発表② クラスの代表が発表します。

夏季休暇

夏季休暇

9 中華発表準備

16 中華発表準備

30

30

7

14 職業講話

21

28

4

11

18

24

2

9

16

23 終業式 終業式 終業式

31 閉庁日 閉庁日 閉庁日

13

20

27

31 海洋教育フェア 海洋教育フェア

31 海洋教育フェア 海洋教育フェア

3

学

期

第３学年

与論高等学校

5 ④

1

学

期

4 ③

6 ③

2

学

期

8

7 ①

9 ④

11 ④

中間ワークショップ＋ワールドカフェ（１/２年生）

10 ③

中間ワークショップ＋ワールドカフェ（１/２年生）

1 ②

12 ③

フィールドワーク

研究要綱の提出日は7月11日

(月)16:00
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R4 年度 各校での実施概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

与 論 小 学 校 

茶 花 小 学 校 

那 間 小 学 校 

与 論 中 学 校 

与論高等学校 
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学校名 

与論町立与論小学校 

実施単元  

単元名 学年 教科 

1. もっとヨロンを知ろう ３学年 海洋教育 

2. 海からの贈り物 ４学年 海洋教育 

3. ヨロンの海とわたしたち ５学年 海洋教育 

4. ヨロンのタカラ発信 ６学年 海洋教育 

取り組みの概要  

〇「与論のいいところをさがそう」３年 

 与論のいいところを調べて発表したが，子供たちは与論に住んでいながらビーチの名前や施設など知

らないことも多かった。サザンクロスセンターの高いところから島全体の様子を見ることで，与論は海

に囲まれていることやサトウキビ畑が多いことを再認識することができた。また，製糖工場へ見学に行

き，収穫されたサトウキビはその後どうなるのかを調べ，たくさんの質問をしていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯「与論の水と海」４年 

浄水場見学やサンゴ観察に行き，与論の水や海に関する事柄を調べたりまとめたりして，海洋教育フ

ェアで「与論のサンゴを守り隊」として発表した。学習を通し子供たちは，水の確保のために昔は苦労

していたことに気付いたり，与論のサンゴを守るために自分たちができることを実生活と結びつけて考

えたりしていた。 
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◯「与論のサンゴを守ろう」５年 

 与論のサンゴや海の環境を守るためにどのような取組がされているのか，保全活動体験をしたり地域

サポーターの方に尋ねたりした。学んだことはタブレット PCを活用してまとめ，学習成果発表会におい

てポスターセッション形式で発表した。学習を通して，子供たちは“なんとなく知っていた”から， 

実感を伴った理解へと変わっていったり，与論の海を守っていきたいという意欲を高めたりしていた。 

 

◯「与論のよさを伝えよう」６年 

与論の動植物や特産品，文化，海について調べたり、タブレット PCを活用してまとめたりして，故郷

である与論を大切にしていこうとする気持ちを高めていた。また，島外の６年生と，お互いに調べたこ

とをリモートで交流したり，修学旅行で行った沖縄県の文化や歴史を探ったりしながら，与論のよさを

再確認し，保護者や地域の方々に学習成果発表会で発表していた。 
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学校名 

与論町立茶花小学校 

採択活動名 

ユンヌの海を守りたい 

実施単元  

単元名 学年 教科 

1. もっとヨロンを知ろう ３学年 海洋教育 

2. 海からの贈り物 ４学年 海洋教育 

3. ヨロンの海とわたしたち ５学年 海洋教育 

4. ヨロンのタカラ発信 ６学年 海洋教育 

取り組みの概要  

３年生は「海を知る」４年生は「海に親しむ」５年生は「海を守る」６年生は「海を利用する」を中

心テーマに，海洋教育推進協議会と連携した体験活動を位置付け，言語活動の充実を図りながら海洋教

育における探究課題の開発と実践を行った。 

 

 

３年「もっとヨロンを知ろう」 

５月「与論のいいところを見付けよう」をテーマに，赤崎鍾乳洞やサザンク 

ロスセンターを見学した。１２月「与論の海と島の人々」の中で，与論島民の安 

全な暮らしを守ってくださる消防署を見学した。いずれの活動も社会科と海洋 

教育を横断的に学習した。２月「教えてウプ・パーパー」の中で山下友梨香先 

生に三線やアジニッチェー，ウプドーナタなど与論の実話や民話を教えていた 

だいた。また，子供たち自身もタブレット端末や本などで与論の伝統や文化につ 

いて調べることで，故郷与論を大切に思い，後生にも語り継いでいきたいという 

気持ちを高めていた。 

 

 

4年「海からの贈りもの」 

１学期は与論の魚について図鑑やインターネットで調べ，与論の魚 

を題材としたカードゲームを作成した。また夏休みには親子レクリエー 

ションとして B＆Gの海遊びツアーに参加し，サップやメガサップ体験， 

珊瑚や魚の観察を行った。 

２学期は潮干狩りや釣りに出かけ，魚の捕獲や観察をしたり，潮の 

満ち引きについて学んだりした。捕まえた生き物は学校の水槽で飼育 

した。３学期は海洋環境の保全や海洋教育に力を入れているカリブ海 

の国々の方と交流したり，同じく海洋教育を充実させている新潟市立真 

砂小学校の児童と交流したりして，海洋環境に少しずつ目を向けさせ 

た。 
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5年「ヨロンの海とわたしたち」 

今年度は，「小さな一歩を大きな一歩へ～持続可能な活動を目指して～」 

をテーマに掲げ活動を行った。１学期は，課題設定と解決方法の検討を中 

心に，２学期には解決に結びつく体験活動の実施，３学期には，実施した 

ことの考察と、まとめたことの表現という学習過程で探究活動を行った。

また，活動の随所でＧＴを迎え，ヨロン島の海の現状や自然環境について

話をしていただいた。 

その他にも『おさんぽ BINGO』のプロジェクトに参加し，島外に伝えたいヨ

ロン島のよさをパンフレットにまとめていったり，与論漁業協同組合の協力

のもと，サンゴの増殖体験活動を行ったりと，年間を通し体験的な活動を取り

入れていった。 

その後，『おさんぽ BINGO』のＰＲで作成したポスターやうんじゃみ

さんとのコラボで作成した「海を守ろう」を伝えるためのポスターを島

内中心に掲示し,これまでの学習活動をスライドでまとめ発表した。 

 

 

 

6年「ヨロンのタカラ発信」 

今年度は，社会科及び理科の学習内容に位置付けられてある 

「SDGｓ」を視点に，我が町が抱える問題やそれに対する解決 

策の提案を軸に探究活動を行った。 

 児童がもつ課題を大まかに分類し，６つの探究班で年間を通 

した課題解決型学習を進めた。１学期は，課題設定と解決方法 

の検討，２学期は解決に結び付く体験活動の実施とその考察， 

３学期はそれらをまとめ，表現する活動という学習過程で探究 

活動を行った。 

 そして，学習の成果発表の場として，１月の与論海洋教育フェ 

ア，３月のゆんぬ学フェアを設定した。 

 年間にわたり，多くのＧＴの協力を得たことで，子供たちはダイ

ナミックかつ有意義な学びを実感することができた。 
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学校名 

与論町立那間小学校 

実施単元 

単元名 学年 教科 

1  与論島と海とわたしたち ４年 ゆんぬ学 

2  ユンヌの海と環境問題 ５年 ゆんぬ学 

3  ユンヌの魅力発信 ６年 ゆんぬ学 

取り組みの概要 

１ はじめに 

令和４年度より，与論町全ての小中学校において，海洋教育科「ゆんぬ学」が始まっている。海洋教

育「ゆんぬ学」は，海洋教育そのものが目指す「海と人との共生」に迫ることはもちろん，与論の子供

たちに「島だちの力≒非認知能力」を身に付けさせることをねらいとしている。このねらいを達成する

ために，地域と連携した協働的な探究学習を展開することの重要性を夏休みに全職員で共通理解した。 

２ 活動内容 

  ４年・・・「サンゴ増殖体験」 

  与論町漁業協同組合の協力のもと，サンゴ増殖体験を行った。与論 

島のサンゴの現状や環境問題による海への影響等，話を聞き，与論の 

 海の今について知ることができた。サンゴを守る活動の一つとして増 

 殖体験を実際に行い，漁協の方の願いを実感することができた。今回 

 の活動やビーチ清掃体験を通して，海を守るために自分たちに何がで 

 きるかを具体的に考えることができた。 

  ５年・・・実践発表「ヨロン海洋教育フェア」 

  ５年生は，１年間の学びを生かして，自分たちにできることを「ヨ 

 ロン海洋教育フェア」で発表した。５年生は，海と環境問題をテーマ 

 に，いろいろな活動を行ってきた。５月には，環境課の光さんの指導 

 の下，海岸清掃を行い，７月には，B＆Gの方の協力で，海遊び体験を 

 実施した。他にも，海謝美の方や池田龍介さんの講話，サンゴ増殖体 

 験などの学びを行った。それらの体験活動や授業を通して，「与論の 

 海は，一見，とてもきれいだが，毎日のように海岸ごみが漂着してい 

 ること」や「海は繋がっているため，環境問題に全世界で取り組まな 

 ければならないといけないこと」等，一人一人が与論の海に対する課 

 題意識をもつことができた。その課題意識の下，調べ学習やインタビ 

 ュー，アンケートにより情報を収集し，自分たちが与論の海のために 

 できることを考え，発表することができた。 
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  ６年・・・活動実践「島めぐり・海体験」 

島内の観光地や施設をバスで回る島巡りを行った。ガイド役に川畑 

 こずえさんを迎え，観光地の詳しい説明を聞き，クイズ形式で歴史に 

 ついて学ぶことができた。また，グラスボートを借り，与論の海体験 

 も行った。講師に福留俊二さんを迎え，与論の美しい海やサンゴ礁， 

 そこに住む生き物たちの様子について観察することができた。活動の 

 中で感じた与論の魅力について，自分たちが発信したいものは何かを 

 考え，課題として追及する活動へと繋げた。 

 

 

３ おわりに 

今年度は，研修を通して，全職員で海洋教育のねらいを改めて共通理解することができた。ただ，学

習を進める中で，学年間で活動の重なりが見られた。今後，学習したことが積み重ねられるよう，学習

内容の見直しを進めていきたい。また，地域人材の積極的な活用を通して，ゆんぬ学を本校の特色ある

教育活動の一つとして推進していきたい。 
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学校名 

与論町立与論中学校 

 

実施単元 ※実施した単元の数に応じて記載してください 

単元名 学年 教科 

1. 与論の海を知る 1年 ゆんぬ学 

2. 与論の産業・観光・伝統芸能・生活文化・歴史を知る 2年 ゆんぬ学 

3. 与論の現状を知り，未来を創る 3年 ゆんぬ学 

取り組みの概要 

１ はじめに 

 与論中学校では，小学校段階での学びや体験を生かしながら，海に囲まれた与論島をめぐる様々な 

現状に幅広く目を向けさせている。そしてその中から「与論島の海とくらしに関する課題」を見いださ

せ，その解決や改善に向けて自分なりの根拠となる資料やデータを情報収集する手法を身に付けさせ

たいと考えて，取組を進めている。最終的には，3年時に課題レポートをまとめる活動を通して，自身

の考えを論理的かつ主体的に発信して未来を切り拓く生徒の育成を目指している。 

２ 海洋教育の実際（例） 

 (1)  集団体験学習（海洋ゴミに関する講話・大金久海岸での清掃作業） 

 １年生の集団体験学習において，海洋ゴミと海謝美（海岸清掃ボランティアグループ）の活動につ

いて，海謝美の代表に講話後，大金久海岸にて清掃作業を実施した。講話では，海洋ゴミの特徴や，

海洋ゴミが引き起こす問題についての説明を聞きながら熱心にメモをとる姿が見られた。また，海岸

清掃では，どこから流れてきているのかを調べたり，大きなゴミだけでなくマイクロプラスチックな

どの小さなゴミも拾ったりする生徒もいるなど，海洋ゴミに対して責任ある行動を起こそうとする姿

勢が見られた。 

 

 (2)  地域サポーターによる講話（自分の問いを見つける Journey） 

与論の各分野（産業，観光，文化等）で活躍されている地域サポーターの方々を積極的に活用し，生

徒の見方や考え方を磨き高める活動に取り組んだ。 

２年生においては，インタビューの仕方などについてのレクチャーを受けたほか，実際にインタビ

ューや対話を通して，与論の現状と課題に向き合うことができた。さらに，１月に行われる海洋教育フ

ェアに向けて，自分なりの考えを他の生徒の前でプレゼンテーションする取組にも繋げた。１年生に

おいても，与論を支える方々のお話を聞いて自分の将来について意識を高めたり，与論の現状に目を

向けたりすることができた。 
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 (3)  着衣水泳 

 全学年を対象に実施している。地域サポーターである B&G 海洋センターの職員に講師として来校し

ていただき，本校プールで授業を行った。安全に水辺で活動するための基礎的な知識，対処法を身に付

け，自分の命を守る方法や周りの人たちと助け合う方法を知り，体験を通して習得する機会としてい

る。今後は，実際の海で実施できないかを関係機関と連携しながら模索していく。 

 

３ おわりに 

 本校での海洋教育の取組は，カリキュラム・マネジメントの視点に立って見直しを進めていく段階

にある。小学校での取組についてもっと詳しく知るとともに，高等学校での「総合的な探究の時間」で

の取組を見据えて中学校での取組を精査していく必要がある。そして，取組を通して育みたい資質・能

力を整理し，「生徒にどのような資質や能力を身に付けさせたいか」をより明確にした海洋教育を推進

することで，与論島や社会の「持続可能な発展」を担っていく生徒の育成に取り組んでいきたいと考え

る。 
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学校名 

鹿児島県立与論高等学校 

実施単元 

単元名 学年 教科 

1. 地域の課題を通して課題研究の素地を身につける １ 総合的な探究の時間 

2. 他の国内地域や世界と比較して研究を進化させる ２ 総合的な探究の時間 

3. 研究内容を研究概要としてまとめる ３ 総合的な探究の時間 

取り組みの概要 

 与論高等学校では総合的な探究の時間「ゆんぬ」を中心に，全学年がそれぞれ探究活動に取り組んだ。

海洋教育パイオニアスクールプログラム終了後の最初の年度となる本年度は，昨年度までの活動を踏まえ

つつ，探究活動のより一層の充実を目指して取り組んだ。生徒はグループや個人での活動を通して，地域

の課題を考え，フィールドワークやアンケート等を実施しながら探究活動に取り組んだ。 

 また，与論町海洋教育推進協議会と適宜連絡を取り，事業を円滑に進めた。本年度，与論高校全体の取

り組みとして次のような活動を実施した。 

 

(1) 探究シンポジウムの実施 

 年度初めの探究導入として，様々な領域で活動している地域住民及び大学スタッフと意見交換を行う

「探究シンポジウム」を開催した。２部構成で行い，前半は６領域に分かれて対話ワークショップを行っ

た。後半は，テーマを「ちょっと先を考えよう！私が願う未来 2030」と設定し，ワールドカフェ形式で議

論を行った。本シンポジウムを通して，生徒は地域の現状や課題を知り，自分の研究テーマを考える機会

を設定した。 

 

 

(2) 中間ワークショップの実施 

 ９月に，それまでの探究活動の報告と今後の取組内容について意見交換ができる場として中間ワークシ

ョップを実施した。１・２年生が 11 の研究領域に別れ，地域サポーターや大学スタッフから指導助言を

受け，これまでの活動を振り返るとともに，今後の改善点やさらに探究を深める必要がある事柄などを知

る機会とした。また，事前に参加者から募集したテーマ（13テーマ）でワールドカフェも実施し，与論島

の課題等を話し合うことで，知識を深めると同時に，思考力や表現力を活かす場となった。 

 

(3) 校内発表会の実施 

 12月に今年の探究活動のまとめの場として実施した。１年生はスライドを利用した発表，２年生はポス

ターセッション形式の発表を行った。中間ワークショップに続き，地域サポーターの方々を中心に外部の
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方にアドバーザーとして参加していただいた。自らの活動の報告を行うとともに，他者の活動の成果を共

有することで，地域の課題や解決策を共有できる機会となった。また，２年生は３月にも校内発表会を行

い，12月以降の研究の進捗状況を代表の４グループが生徒全員の前で発表した。 

 

(4) 外部での活動への参加 

 １月に実施された与論町海洋教育フェアで，代表の３グループが研究内容をスライドを使って口頭で，

２年生は研究をまとめたポスターを会場に掲示し，来場者に今年度の研究成果を発表した。また，３月に

大島高校で行われた奄美群島内高校生課題研究発表会に３グループが参加し，探究活動の成果を発表し

た。 

 

(5) 東京大学サイエンスキャンプへの参加 

 東京大学大気海洋研究所が主催した８月のサイエンスキャンプに，与論高校２年生６人が参加した。「身

近な水を科学する！」をテーマに，与論島内で採水し，分析結果をもとに与論島の水の循環など人と水の

かかわりについて課題研究を続けている。研究の内容は、８月の与論町役場，９月の与論高校文化祭，ヨ

ロン海洋教育フェア，奄美群島内高校生課題研究発表会などの発表機会や，定期的に発行する壁新聞を使

って学校内外に発信している。 

 

 

 

 

  



32 

 

  



33 
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第３回ヨロン海洋教育フェアの発表より（茶花小学校） 
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東京大学海洋大気研究所 サイエンスキャンプより（与論高等学校） 
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サイエンスキャンプ（小梅さん スライド） 
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R5 5月出席予定 JpGu予稿  

 

ICP-AES 分析を用いた鹿児島県与論島の「鳩の湖」の水についての検証  

Investigation of “The Lake of Pigeon” in Yoron Island, Kagoshima 

Prefecture Based on ICP-AES  

*竹内 詩帆 1
  

*Shiho Takeuchi1  

1. 鹿児島県立与論高等学校  

1. Kagoshima Prefectural Yoron Senior High School  

 隆起サンゴ礁から成る鹿児島県与論島の東部には「鳩の湖」と呼ばれる、海岸線沿いの石灰岩表面にある直

径 20 ㎝、深さ 30 cm 程の水たまりが存在する。この「鳩の湖」の水は今まで一度も枯れたことがないという

言い伝えが祖父母の代よりも前から与論島内で広く伝わっている。この「鳩の湖」の言い伝えは与論町内で広

く知られているが、「鳩の湖」の水が枯れないかどうかの真偽のほどは分かっていない。本研究では、この言い

伝えに関して検証するため、「鳩の湖」にたまっている水の起源について、科学的な調査を行うことを目的とし

た。  

 本研究では、2022 年７月１０日〜１２日に、「鳩の湖」の水および「鳩の湖」付近の、水源地（地下 水）２

ヶ所にて、250 ml ずつ採水した。さらに、雨水を採取した。採水した水は現地で水温とｐＨ測定を行った。採

取した水試料は、2022 年８月３日に東京大学大気海洋研究所にて、ICP-AES (Thermo Fisher Scientific 社製

iCAP-6300)を用いて各サンプル中の Ca、Mg の濃度を測定し、硬度を計算した。「鳩の湖」の 水と地下水、雨

水を Ca、Mg の濃度、水の硬度を比較し、「鳩の湖」の水の起源を考察した。硬度計算には下記の計算式を使

用した。  

 硬度[mg/L]=(Ca の濃度 [mg/L]×2.5)+(Mg の濃度 [mg/L]×4.1)  

 「鳩の湖」の水の水温および pH 測定の結果、水温 31.5 °C、pH9.0 となった。同様に「鳩の湖」付近の地下 

水は水温平均 25.5 °C、pH 7.3、雨水は水温 26.7 °C、pH 8.2 となった。ICP-AES による Ca、Mg 濃度測定の

結 果、「鳩の湖」の水の Ca 濃度および Mg 濃度はそれぞれ 42.0 ppm、13.5 ppm となり、硬度は 160.3 mg/L

となった。同様に「鳩の湖」付近の地下水は、平 均 Ca 145.6 ppm, Mg 12.3ppm, 硬度 413.8 mg/L、雨水は

Ca 2.6 ppm,Mg 0.3ppm, 硬度 7.5 mg/L となった。これらの結果から「鳩の湖」の水は硬度、Ca の濃度どちら

も地下水 より低く雨水より高く、地下水よりも雨水の値に近いことが判明した。また、現地調査より、周りや

穴の中に 地下水が湧き出したり流れ込んだりする様子が無いことから、たまった雨水が周囲の岩を浸食し Ca

や Mg を取り込むことで硬度が高くなっていると考察した。ただし、「鳩の湖」の水は Mg の濃度が雨水や地下

水よりも高 くなっており、これについては引き続き調査を行い、考察を進める必要がある。  

 今後は継続して水位のデータを取り、季節や降水量による水位の変動から雨水との関係性を考察する。また、

鳩の湖の水を一度抜き、雨水が入らない状態で観察することで引き続き「鳩の湖」の水の起源を調査する予定で

ある。  
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キーワード： 水の硬度、ICP-AES、地下水、雨 

Keywords : water hardness, ICP-AES, ground water, rain 

 

Investigation of “The Lake of Pigeon” in Yoron Island, Kagoshima Prefecture 
Based on ICP-AES  
*Shiho Takeuchi1  

1. Kagoshima Prefectural Yoron Senior High School  

At eastern part of Yoron Island, Kagoshima Prefecture, which is made from upheaval coral, there is a puddle. It 

is located in a limestone area close to a beach. It is about 20cm in diameter, about 30 cm deep and it is called 

The Lake of Pigeon. Yoron Island has a unique legend and it says that "The Lake will not dry up." This legend 

has not been scientifically investigated. In July, 2022, we collected water from the lake, water from wells near 

the lake and local rainwater and analyzed them with ICP-AES. From this data, we tried to make clear the origin 

of the lake's water. For further research, by collecting water level data of the lake, we will examine how much 

weather and geographical features are affected to the water of the lake.  

 

Keywords:  
water hardness, ICP-AES, ground water, rain 
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鹿児島県与論島の津波避難対策の検討  

Study of Tsunami Evacuation Measures in Yoron Island, Kagoshima 

Prefecture  

*有村 一花 1
  

*Ichika Arimura1
  

1. 鹿児島県立与論高等学校  

1. Kagoshima Prefectural Yoron Senior High School  

 鹿児島県与論島は周囲 23 ㎞の隆起サンゴ礁からなる総面積 20.8 ㎢の島であり、島の地形は複数の段丘面が形成

されていることが知られている。島の中央部には明瞭な断層崖が存在し、辻宮断層、朝戸断層と呼ばれている（太

田・堀 1980）。与論島は沖縄トラフ地震により引き起こされる津波（与論島に津波が 10 分で到達し、最高津波水位

は海抜 4.2 m に達する予想）により被害を受けることが想定されている（鹿児島県 2014）。また、与論島は離島で

あるため、地震津波被害による港湾施設の破損や、被災時の天候により必要な物資が届かない場合があるという問

題もあり、災害時におけるこの物資・水の確保は重要である。与論町役場では地域住民でまとまって避難する個別避

難計画や、ハザードマップの作成を行なっているが、地学的な観点から見た被害の詳細予測や、地域住民の具体的な

避難のルート、避難先で水を確保する方法はさらなる検討が必要となっている。そこで本研究は、与論島の地形や地

質情報を基に起こりうる津波の被害を予測し、与論島における津波避難対策を提案することを研究の目的とした。  

 本研究では、与論島における地形・地質情報に関して文献調査を行い、前述の水確保の問題に着目し与論島 の地

下水・湧水の調査を行った。そのために 2022 年 7 月に採水調査を実施した。採水した水試料は 2022 年 8 月 に東京

大学大気海洋研究所にて ICP-AES 測定を行い、与論島の地下水の避難先での利用可能性に関して考察した。また、

2022 年 11 月に与論町役場においてインタビュー調査を実施し、避難対策について検討した。与論島の地質・地形の

特徴から、海抜が低い集落である茶花地区に住んでいる高齢者にとって最適なルートについて考案した。また、地震

によって水道施設が甚大な被害を受けた場合を想定し、地下水の活用の可能性について検討した。避難先候補の付近

にある地下水・湧水の ICP-AES 測定結果を基に、与論島の水はコイン式 給水ポンプの水を携帯浄水器と併用して利

用することを考えた。島内各地の水源の水を分析してみたところ、地下水の成分は地質の影響を大きく受けているこ

とが分かった。島内の水は一般的に硬度が高く飲用には 検討が必要な場合が多いが、水源の存在する地域によって

井水の硬度の高低に傾向があることが判明したため、この情報を災害時の井水の活用計画に生かしていくことがで

きる可能性がある。井水の飲料水としての活用としては更なる検討も必要だが、入浴、洗濯などには利用可能だと考

える。  
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 また、与論町役場へのインタビュー調査の結果、津波が発生した際に起こりうる問題として、高齢者の逃げ遅れが

挙げられた。そこで、与論町民の避難の動き出しを早くするための取り組みとしては、与論島オリジナルの非常用

持ち出し袋『いだいだポーチ』を作ることを与論町役場で提案した。いだいだポーチは非常用バッグのメインであ

った、食料や衣服を持ち主の情報に置き換えたものだ。いだいだポーチがもたらす効果には、避難時の忘れ物を減

らすことができる、避難にかかる時間を短縮できる、避難所で最適なサポートを受けることができる、準備過程で

防災意識を高めることができるなどが考えられる。ハザードマップと合わせて、自分に合うようにカスタマイズし、

定期的に地域の人と点検すると言うサイクルを繰り返していく中で、防災意識が高まり、地域住民の連携の力も強

くすることができるのではないかと考える。  

 

キーワード： 津波、防災、共助、ICP-AES、地下水 

Keywords: tsunami, disaster prevention, mutual assistance, ICP-AES, ground water 

 

 

Study of Tsunami Evacuation Measures in Yoron Island, Kagoshima Prefecture  

*Ichika Arimura1
  

1. Kagoshima Prefectural Yoron Senior High School  

Tsunami disasters caused by the Okinawa trough earthquake are expected on Yoron Island in Kagoshima. Yoron 

Island is known to consist of several terraced hills, and there are also fault cliffs, so the height difference within the 

island is large. Given these geographical features, it is important to take appropriate tsunami measures in Yoron Island, 

where many elderly people live. In order to propose countermeasures against tsunami damage in Yoron Island, this 

study conducted topographical and geochemical survey on Yoron Island, and revealed problems during tsunami 

evacuation in Yoron Island through literature surveys and interview surveys. In addition, this study proposed the 

development of an original Yoron Island emergency bag called "Idaida Pouch." This is expected to lead to an 

improvement in disaster prevention awareness in Yoron Island. Keywords:  

tsunami, disaster prevention, mutual assistance, ICP-AES, ground water 
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1. 第３回ヨロン海洋教育フェア  

実施日：令和５年１月３１日（火） 

会 場：砂美地来館 

参加者：与論小学校 ４年生 14名       与論中学校    ２年生   59名 

    茶花小学校 ６年生 30名       与論高等学校 １・２年生  69名 

    那間小学校 ５年生 12名             （児童生徒 計 184名） 

    引率教員・地域サポーター・保護者 

 

目的：  

 ⑴ 町内の小・中・高等学校が海洋教育の学習成果を共有することで，児童生徒の個々の学び 

  を深める機会とする。 

 ⑵ 与論の海，海に守られた伝統・文化，海と共に生きる人々の姿について児童生徒と地域の 

  大人が学び合うことで，海洋教育の地域展開を推進する。 

 

内容：14：00 ～ 14：05 ( 5)  開会式 

             ・ 開会のあいさつ（教育長） 

             ・ フェアの流れの説明 

 14：07 ～ 14：17 (10)  与論小学校の発表（４年生） 

 14：19 ～ 14：34 (15)  茶花小学校の発表（６年生） 

 14：34 ～ 14：51 (15)  那間小学校の発表（５年生） 

 14：51 ～ 14：56 ( 5)  休憩 

 14：56 ～ 15：08 (12)  与論中学校の発表（２年生） 

 15：08 ～ 15：35 (25)  与論高等学校の発表（１・２年生代表者） 

 15：40 ～ 15：45 ( 5)  閉会式 

・講評（海洋教育推進協議会 会長） 

 ・閉会のあいさつ（海洋教育推進協議会事務局 局長） 
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2. 与論町教育研究会「海洋教育部会」 

実施状況：３回（詳細は「内容」参照） 

参 加 者：那間小学校 横 村 祐 子 教頭（海洋教育部会顧問） 

那間小学校 宮 下 洋 平 教諭（海洋教育部会部長） 

与論小学校 宮 下 真由美 教諭（海洋教育部会部員） 

茶花小学校 宮 下 ゆかり 教諭（海洋教育部会部員） 

与論中学校 長 薗  誠  教諭（海洋教育部会部員） 

与 論 高 校 堀 切 友 弥 教諭（海洋教育部会副部長） 

与論町教委 兒 玉 拓 世 指導主事 

目  的： 

 町内全ての学校の海洋教育担当者による協議をとおして，与論町が推進する海洋教育の展開の在り

方について検討する。 

内  容： 

〔第１回 令和４年５月１０日（火）〕GoogleMeetを用いたオンライン会議 

・ 海洋教育科『ゆんぬ学』について 

〔第２回 令和４年９月１３日（火）〕GoogleMeetを用いたオンライン会議 

・ 「地域と連携した協動的な探究学習」を目指して 

・ 「第３回海洋教育フェア」について 

〔第３回 令和４年１２月２日（金）〕GoogleMeetを用いたオンライン会議 

・ 「第３回海洋教育フェア」について 

・  地域と連携した共同的な探究学習について 

・  学習評価と次年度の教育課程編成について 

 

3. 地域サポーター会 

目的：与論町海洋教育に関し，地域の理解，協力を得る。 

 

第１回：令和４年６月２２日（水） 

参加者：地域サポーター７名，海洋教育推進協議会事務局 

内容： 
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（１） 与論町海洋教育とは(副読本の紹介) 

（２） 令和 4年度の計画,これまでとの変更点,今後について 

    ・ 総会について情報共有 

令和 4年度 事業計画 

    ・ 与論町での取組（活動実績と計画） 

    ・ 町全体で取り組む必要性 

（３） 令和 4年度各学校の計画について 

（４） 授業提案書についての意見交換 

・ 現状課題と今後の対策について 

・ 中、高と目標レベルに応じたサポーターの関わり方について 

・ その他新たな取り組み等について。 

 

第２回：令和４年１１月１６日（水） 

参加者：地域サポーター５名，海洋教育推進協議会事務局 

内容：意見交換会 

・ 新たな授業提案、企画 

➢ 【海を楽しむ】をテーマにした体験授業の導入 

➢ 漂着ごみを用いた新しい体験学習の企画（アート系） 

➢ 伝統漁や昔の写真等を活用した歴史の授業 

・ 探究活動の取り組みについて方法について。地域サポーターの関わり方など。 

・ 地域サポーター×教職員 との交流の場を設置 

  

4. 国頭・本部出張 研修 

目 的：与論町海洋教育の継続、発展に向けた他地域との協力体制作り 

 

訪問先：国頭村（国頭村役場／やんばる野生生物保護センター／ウフギー自然館） 

本部町役場 教育委員会 

 

所 見： 

＜国頭村教育委員会との意見交換会  大嶺主事，宮城主事との意見交換会＞ 

今年度，既に国頭村との意見交換をされていた与論町兒玉指導主事の意見を参考に，推進協議会と

して国頭村とどのような協力体制が築けるか意見交換を行った。 

今年度から，国頭村内小・中学校で実施されている「国頭村世界遺産教育」について，実施までの

過程や現在の教育委員会，学校の取り組みを伺い、「与論町海洋教育」とつながる部分が多くあるこ

とを感じた。国頭村教育委員会から共有していただいた「国頭村世界遺産教育」マニュアルと，来年

度以降の与論町の計画を元に，具体的にどのような交流活動が実施可能か計画を進めたいと考えてい

る。また，意見交換をする中で「国頭村世界遺産教育」では，地元の専門家・ガイドさんが多く活躍

されているということも伺うことができた。児童・生徒の交流に加え，地域外の専門家に協力を仰ぐ

ことで，今後広がると予想される与論町の児童・生徒の探究の領域にも対応できるのではと期待して



65 

 

 

いる。  

＜本部町教育委員会との意見交換会＞  

 有銘事務局長，５名の地域おこし協力隊との意見交換を行った。本部町では，今年度より小・中学

校にそれぞれ教育魅力化コーディネーターが派遣され，「総合的な学習の時間」のカリキュラム作り

を学校と協働して進めている。 

また，同時期に公営塾の運営を開始し，基礎学力向上をメインに各学年２０名ほどの生徒が利用し

ている。「総合的な学習の時間」，公営塾での取り組みには現在 7名（教育委員会所属）の地域おこ

し協力隊が携わり，今後は９名の地域おこし協力隊が追加採用され合計 16名で教育魅力化に取り組

む予定であると伺うことができた。また，県立本部高校には教育魅力化コーディネーターが町より派

遣されており，町全体で本格的に魅力化に取り組んでいることを伺い知ることができた。地域魅力化

コーディネーターが各学校に派遣されていることでの利点や，公営塾設置による効果，また学校との

協力体制など伺うことができ，特に来年と強化して取り組む与論町海洋教育推進事業の「持続可能な

体制作り」への参考にしたいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 海洋教育『探究』のための交流会 

講師：与論町立茶花小学校 前園麻美先生 

実施日：令和５年３月６日（月） 

参加者：地域サポーター・茶花小学校 校長・与論高校職員・海洋教育推進協議会事務局 

内 容：与論町海洋教育のグランドデザインである、地域と連携した協働的な探究学習により児童、

生徒に『島だち』後の社会を生きていく力を育むことを目指す上で、茶花小学校教師である

前園麻美先生のこれまで実践された内容に基づき、『海洋教育をどのように作ってきた

か』、『地域とどのように連携してきたか』、『これまでの実践で感じたこと』の３点に重

きをおき、共有頂いた。 
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その他 

地域サポーター，町外を含む団体，教育機関等による海洋教育授業用提案書企画・作成 

登録授業数：12団体，53提案書（令和 5年 3月 31日時点） 

 


